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さ
て
、
一
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
宮
脇
昭
先
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立
大
学
名
誉
教
授
、

公
益
財
団
法
人
・
国
際
生
態
学
セ
ン
タ
ー
名
誉
セ
ン
タ
ー
長
）
を
偲
ぶ
会
を
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
た
め
延
期
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
左
記
の
通
り
、
相
営
み
た

く
存
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ご
多
用
中
誠
に
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は
ご
ざ
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す
が
、
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前
ご
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情
を
賜
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し
た
皆
様
に
ご

臨
席
を
賜
り
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く
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
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・
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・
日
本
の
植
生
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現
存
・
潜
在
自
然
］非
売
品
）

＊
当
日
は
、
平
服
で
お
越
し
下
さ
い
。

＊
ご
供
花
、
ご
供
物
の
儀
は
固
く
ご
辞
退
申
し
上
げ
ま
す
。

＊�

会
費
は
、
同
封
の
要
領
で
、
予
め
お
支
払
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
当
日
ご
持
参
の
場

合
は
、
受
付
に
お
渡
し
下
さ
い
。

＊
準
備
の
都
合
上
、
ご
返
事
を
四
月
十
五
日
ま
で
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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（
担
当
・
山
﨑
優
子
）

◎
当
日
ご
欠
席
で
、
書
籍
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
記
念
品
の
み
ご
希
望
の
方
は
、
返
信
葉
書
に

て
ご
注
文
く
だ
さ
い
。
会
の
終
了
後
、代
金
後
払
い（
八
千
円
）に
て
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

記
念
品
が
到
着
し
ま
し
た
ら
、
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。


